
 

 

 

山県市こどもサポート・教育センター 
       
                    

未来をつくる子どものために  

       
                    



あ い さ つ 
             こどもサポートセンター所長 

                         大 村  統 子 
 

 山県市こどもサポートセンターは、子どもたちが他者の

価値観や評価を軸に自分と周りを比較するのではなく、自

分と向き合い、自分の小さな成長が実感できるようサポー

トすることを理念としています。令和５年 4 月に山県市ふ

れあいセンター内に事務所が設けられ、令和６年 12 月に

は、３階に「ここぷれ」がオープンしました。 

 

こどもサポートセンターは、相談・支援の窓口です。 

不登校や登校しぶり、発達に関する心配ごと、家庭生活での困りごと、就学や進級・

進学など、子ども本人やご家族の様々な困り感の相談に対応しています。学校の先生

方や地域、関係機関の方からの相談もお受けしています。例えば、お子さんの様子か

ら支援の方法を一緒に考えたり、ケース会や懇談に参加させていただいたり、就学先

について一緒に考えたりします。他にも、各種研修会の講師、医療への同行なども行

っています。  

相談の方法も、センターに来ていただく他、お電話で、あるいはこサポ職員が学校

等に伺ってなど、様々な方法で対応しています。昨年度は、山県市の小中学生総数の

約１割のお子さんについて、内容や回数は様々ですが、相談や支援に携わらせていた

だきました。 

 

また「ここぷれ」は、こどもサポートセンターが運営する、学校に行きづらさを感

じている子どもたちが過ごすことのできる居場所です。まずは、靴を履いて出かける

居場所の一つとして、心地よい空間であることを大切にしています。さらにスタッフ

との関わりを通して、また学習支援（オンライン授業を含む）や学校と繋がる支援を

通して、その子が本来もっている元気を再起動したり、自信や自己肯定感につないだ

りすることができればと考えています。今年度からは、山県市内に住所のある高校生

も、利用できるようになりました。 

 

大きなことはできません。でも、一人の子の何かの役に立てれば と思います。 

子育ての最前線にみえる保護者の方や学校の先生方にはとても及びませんが、一緒

に抱えさせていただけたら と考えています。 

 

 

 

 

 

こどもサポート・教育センター 

      〒501-2192 山県市高木 1000番地の１ 

       山県市保健福祉ふれあいセンター２F  ℡ 0581-32-9311 
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こどもサポートセ

ンターは市役所と隣

し、１階には 

「子育て支援課」 

「こども 

家庭センター」 

「げんきはうす」 

があります。 

こどもの一番の利

益を考え、こどもを

取り巻く環境整える

ためにつながりま 

こどもサポートセ

ターは、つなぐ役割

積極的に果たしてい

ます。 

ンター 

接 

    悩みをもつ小中高生や保護者の

みなさんのワンストップ窓口  

       

保護者の方が安心して相談

できる心のよりどころ 

  

ふるさと山県の豊かな

自然や歴史と向き合い、

実体験を通して感性や思

考力を培う学びプラン 

     

教職員のエネルギーと

スキルのための個別最適

な学びの支援等 

    

児童生徒支援のための連携、相談、訪

問、研修、ケース会等 

 

 

 

す。 

も 

き 



登校しぶりや発達の不安、集団への抵抗感や学習 

意欲のつまずきなどを感じている小中高生とその保

護者のみなさんが安心して相談できるところです。

電話や来所による相談を受け付けています。 

また、「学校に行きづらいなあ」と思っている山県市 

の小中高が安心して過ごせる第３の居場所『ここぷれ』

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇その子の願いやニーズに応じてゆっくり好きなことをしたり、誰かと楽しい活

動をしたり、勉強したりできるところです。 

こども 
サポート 

 

 ５ 
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中学生 高校生小学生

9:15

11:00

12:00

10:00

13:00

14:00

15:00

学習のみ

・オンライン授業

・自主学習

・室内活動

（各種ゲーム 読書など）

・室内運動

（卓球 など）

個別 1

個別 2

日 課 表

9:15

10:30

・自主学習

・読書

・室内遊び

（各種ゲーム 卓球など）

12:00

13:00

14:00

15:00

あなたにピッタリな利用方法を  

一緒に考えましょう！ 
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こ サ ポ の 高 校 生 支 援  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんなときには『ここりらタイム』 

  ・来所の際に利用希望を伝えて予約 

  ・電話で利用希望を伝えて事前予約  

 利用可能：月～金 13:30～15:30の約 30分 

 場所：「ここぷれ」または別室             

  

こどもサポートセンターは、市内在住の高校生はもち

ろん、高校生保護者の方の相談窓口を設置しています。 

まずはお電話ください。（３２－９３１１） 

 

さらに 
こども 
サポート 

 

 ５ 

◇利 用 時 間：原則 13:30～15:30（月曜日から金曜日まで） 

◇利用手続き：①本人、保護者がこどもサポートセンター職員と面談 

       ②利用届を提出し、ここぷれ利用者に登録 

       ③希望する利用日時を個別に予約 

◇利用の仕方：自習室として利用 

       ＊学習について相談したい場合 → 直接スタッフに 

       ＊学習以外の相談や話をしたい場合  

→「ここりらタイム」利用について 参照 

「ここぷれ」も利用できます 

◇利用の流れ        

・２階のこどもサポートセンター事務所に来て、来所のあいさつ 

・「ここぷれ」（３階）に移動し、活動開始 

・学習スペースで自習 

・食事は禁止、水分を取る場合はカフェスペースに移動 

・設置図書の利用可。学習スペースかカフェスペースで読書 

・２階のこどもサポートセンター事務所で、退所のあいさつ 

・次回の予約（決められない場合は、来所希望前日までに電話で予約）  

 「ちょっと先生とお話がしてみたいなぁ…」   

「先生と一緒に時間を過ごしたいなぁ…」 

              

 

５ 



サテラ（山県高校生まなび支援センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

山県高校のオンライン授業が受けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オンライン授業にしっかり取り組めば授業は出席になり、単位の履修・修得が認

められます。（取組内容や取組時間、単位数等に条件があります。） 

 

                              

開設場所 

〒501-2192 山県市高木 1000番地の１ ℡ 0581-32-9311 

   山県市保健福祉ふれあいセンター３F 

開設時間 
 月曜日、火曜日、水曜日、木曜日、金曜日 

 9時 00分～16時 00分（長期休暇は休室） 

活動内容  学習､相談･面談を各自で組み合わせて計画し活動 

対  象  山県高校生で サテラの利用を希望する生徒 

対 応 者  山県高校担当教諭、こどもサポートセンター職員 

 

サテラは、山県高校生を対象とした教室です。 

友人関係や家庭の事情で悩んだり、何かの原因で学校

に行きづらくなったりしたときの『もうひとつの学校』

です。学習支援と教育相談の両面から生徒をサポートし

ます。 

高校生の学びたい気持ちを応援する場所、高校生のあ

らゆる心を受け止める場所、それが 「サテラ」 です。 

それが サテラ です。 

高校生のあらゆる心を受け止める場所、それが サテラ 

です。 

 ① 保護者から学校へ 

   利用希望を伝える 

① 生徒から担当教諭へ 

  面談にて悩みを伝える   

② 担当教員・クラス担任と 

生徒・保護者で面談を行う 

② 保護者へ 

   利用希望を確かめる 

③生徒・保護者に利用説明をし、 

試用期間ののちに申し込み手続きをする 

④利用を開始します。 

自宅から直接センターに来てください。 

こども 
サポート 
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こども 
サポート 

 

 ５ 

夏季休業中の「ここぷれ」開放 

ここぷれは、夏休みも利用できます。これまで利用

してきたみなさんはもちろん、２学期始業に不安を抱

えている小中学生も対象です。（小学生は高学年以上） 

ご家庭で相談されて、必要であればお電話ください。 

保護者の相談も承ります。 

通所の中学生の部   夏季休業中の金曜日    9:30～11:30 

・来所のペースを取り戻し、始業式前に生活リズムを整えましょう。そのため

に楽しい計画を立てましょう。「ここぷれフェス」参照 

・高校生と同じ空間、時間を過ごすことで、少し先の自分の姿をイメージして

みましょう。 

 

 通所の小学生の部   夏季休業中の水曜日    13:30～15:30 

・家から外に出る機会を増やし、生活のリズムを整えましょう。 

 

 通所の高校生の部   夏季休業中の火・金曜日  9:30～11:30 

・自習室で集中して学びましょう。（相談も可） 

＊夏季休業中の「ここりらタイム」はありません。

の時間を過ごすことで、少し先の自分の姿をイメージしましょう。 

 

 
通所者以外の小・中学生の部  夏季休業中の火曜日  13:30～15:30 

・「ここぷれ」のほっとできるスペースで過ごして、２学期の始業への不安を

少しでも軽くしましょう。 

・２学期の始業に抵抗や不安を感じたら、思い切って家から出て「ここぷれ」

に向かってみませんか。 

 

＊学校閉庁日は、ここぷれもお休みします。 
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夏休み中も 

居場所のひとつとして  

ここぷれ 開いています！ 

「ここぷれフェス」も開催します。 
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令和６年度各部門最優秀賞作品 ＜出品総数 ９５５点  除読書感想文＞ 

№ 部 門 学年 出 品 題 名 

1 科学作品 小 2 カナヘビ町１，カナヘビ町２ 

2 科学作品 小 2 どうしたら、つめたいままののみものが、のめるかな？ 

3 科学作品 中 2 カエル研究ＳeasonⅥ 

4 社会科作品 小 4 広めよう地産地消 つなげよう人と人  

5 社会科作品 中 2 笑顔あふれる町へ～山県市の少子化を考える～ 

6 図工・美術作品 小 1 みんなでクレーンゲーム 

7 図工・美術作品 中 2 お盆 

8 技術科作品 中 1 マルチボックスシェルフ 

9 家庭科作品 小 6 服が早く乾く方法ってど～れ？？ 

10 家庭科作品 小 1 捕食を極めろ！ 

11 その他の作品 小 5 デイサービスでよろこばれるゲームをつくろう 

12 読書感想文部門 小 2 それぞれの一ばん 

13 読書感想文部門 小 3 平和な世界 

14 読書感想文部門 小 6 精一杯生きること 

15 読書感想文部門 中３ 私の未来は 

 

部 門 目       的 

科学作品 
児童・生徒の自主的な研究活動を奨励し、自然科学への関心を高め、科学教

育の振興を図る。 

社会科 

 作品 

各校の優秀な作品を展示し、社会事象への関心を高め、その成果を交流する

ことによって、社会科教育の振興を図る。 

図工・美術 理科と社会以外の作品で、各校の優秀な作品を展示し、その成果を交流す

る。また、次年度の作品の取組に対する意欲付けをする。 技術・家庭 

他教科 

読書 

感想文 

読書に対する興味や関心を高め、主体的な読書ができる子を育てる。感想文

を書くことによって、より深く、読み味わう能力と自己を見つめる態度を養う。 

 

子どもたちが夏休み中に取り組んだひたむきな作品

や作品づくりの姿に対して、山県市としての承認の場を

設けています｡そのことを通して、子どもたちの前向き

に学ぶ姿を一層育てています。 

 

 

 

夏 休 み 作 品 展 

こども 
サポート 

 

 ５ 

【出品数】 科学作品１３１点  社会科作品１２１点  図工美術  ２８４点  

技術作品１１８点  家庭科作品１９２点  その他の作品１０９点 

 

読書感想文 

出品総数 １１５０点 

９ 



「自由研究」は自分の『好き』を思いっきり探求できる貴重な機会です！ 

 普段より自由な時間が増える夏休み。自分の好きなこ

とに時間を費やすことができたら､なんて楽しいでしょ

う。そして、自分で決めて最後まで成し遂げる経験は、

子どもが成長するうえで大きな糧となります。 

自発的に考え、自分で

考え工夫する力は、将来

の課題解決につながるば

かりか、新しいアイディ

アや価値を生み出す原動

力になることいくことで

しょう。 

岐阜県総合教育センターのホームページ＞関係資料を読む ＞ 教科等のページ には、 

【理科】            

科学作品の充実に向けて 

（左記）                  

【社会科】           

作品づくりに当たって、  

課題追究作品への取り組

み方                                               

【技術／家庭】       

中学生ものづくり作品             

コンテスト要項           

等が掲載されています。     

参考にしてはいかがでしょ

う。 

 
１０ 

 



    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

  

      

    

・何度言っても朝起きてこない。 

・勉強をしないでゲームばかりしている。 

・子どもが言うことをきかないので、怒ってばかりいる。 

・怒りたくないのに怒ってしまい、自己嫌悪におちいる。 

・子どもとの関係が逆転しているようだ。 

 

ペアレント・トレーニング 

講師 山県市スクールカウンセラー 

     中村 菜穂子 公認心理師 

５ 

７回のプログラムを５月から９月にかけて学びます。 

「お子さんとの関係で、 

こんなことはありませんか？」 

  

 

お子さんをやる気にさせる声かけを 同じ願いをもつ人と一緒に学びませんか。 

 

今年度からは、 

２学期にも行う予定をしています。 

ペアレント・トレーニングってなに？ 

       お子さんの行動を客観的に見つめ、よさを認めることで、      

お子さんのよい行動を増やしていこうという取組です。 

 

 

「昨年度経験された方の感想」  

◎子どもとのかかわりの中で、マイナス面ばかり見ていましたが、違う見方が 

あるんだと気づかされました。 

◎叱るよりほめる方が子どもに良いということは分かっていましたが、なぜそう

なのか知ることができました。 

◎みなさんも様々なことに困られていることが分かり、自分だけではないと思え

ました。 

◎ペアトレのおかげで、今まで以上に子どもをよく見るようになりました。  

◎今までは、ただほめればいいと思っていましたが、ほめるタイミングや効果的

なほめ方を理解することができました。 

 

 
 

毎年、年度当初に 

募集しています。 
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※ 月曜日から金曜日 (９時から１６時まで) 

 

ここりら（CoCo‐Relax） 

～おとなのしゃべり場～ 
 

 
  
 

 

 

 

山県市の小・中学校にお子さんを通わせてみえる保護者の方を対象に 

皆さんが、自由に語り合える【しゃべり場】を開催しています。 

 

 

その時のご都合や気分に応じて気兼ねなく参加していただけます。 

開催日１か月前に スマート連絡帳でお知らせします。 

 

 

《日 時》   毎月一回開催 14：00～15：00 

《開催場所》   『ここぷれ』（ふれあいセンター３階） 
 

《申し込み先》  こどもサポートセンター （ふれあいセンター２階）                      

  

 

 

電話 0581-３２－９３１１ 

 
※ 開催日の前日までにお電話ください。 

山県市自慢の癒しの空間「ここぷれ」で 

 
心も身体もゆっくり過ごしてみませんか？ 

配布チラシ 

１２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 

 

実体験学 

サポート 
 

 ふるさと山県の豊かな自然や歴史と向き

合い、実体験を通して感性や思考力を培う学

びプラン 

【めざす姿】 

・郷土にかかわる Missionへの探求をとお

して自分とのかかわりを考えることが

できる。 

・仲間とともに Missionに挑戦することが

できる。 

 

＜森と川の学校＞ 

対象：市内小学５年生 １泊２日活動 

Our Mission 

  「郷土の森と川の秘密に迫ろう」  

（関連：理科学習等） 

 

 

 ５ 

1日目 午前 森の学校 

・みやまの森フィールドワーク 

     ・展望台コースと池周遊コース 

     ・自然を形作る環境、生き物の働き 

     ・ネーチャーゲーム 

午後 川の学校 

・神崎川で化石探しと水生生物の観察 

   ・円原川で川の恵み：川海苔と伏流現場の観察 

    

  宿泊：グリーンプラザみやまコテージ村 

グリーンプラザみやまロッジ    

・火起こし ・炊飯体験 等 

１３ 



 

２日目 午前 各校による探究活動 

    森と川の学校 

・流水実験と河川礫の浸食 

・現地観察とモリアオガエルの卵塊観察 

森の学校 

・定点カメラ回収とフィールドワーク 

・定点カメラの撮影画像を観察 

川の学校   

・神崎川：川海苔の生息状況、生体と生産 

・円原川：伏流水出水の様子 

みやまの森では、はっぱの匂いがすごく匂いました。 

展望台の途中では川がきれいでした。歩くのがつらかったです。展望台から岐阜城と大

桑城が見えました。 

山県市のすごい自然が発見出来て楽しかったです。 

いつもは自然にあまり関心を持っていなかったけど、自然の勉強をしているうちに疑問

や興味を持つようになりました。 

化石を探したり、川で小さな生き物を見つけたりして、とても楽しかったです。 

川がとてもきれいでした！ただし、しびれるくらい冷たかったです。 

川の水の流れを学びました。川の水は岩をさけて、2本に別れたけど、そのあと、また

ひとつの流れになりました。 

子どもの感想 

１４ 



＜川の学校アクティビティ＞ 

  対象：市内小学校５年生 半日活動 

    Our Mission 

      川とふれあい、森と川の秘密に迫ろう （関連：理科学習等） 

         

    日永谷川・武儀川での体験活動 川の安全指導   

 

      

 

 

 

 

 

My Opinion 形成 

郷土の森と川のすばらしさにつ

いて、自分とのかかわりで考えを

広げ､深めることができる。 

 

 

ふるさと山県の自然に思い切りダイブ！ 

川の美しさと流れの厳しさを 全身に浴び 

川との接し方 自然との向き合い方を学ぶ 
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＜山と歴史の学校＞  対象：市内小学６年生 ０泊２日活動 

   Our Mission 

郷土に残る戦国時代の歴史の秘密に迫ろう 

（関連：社会科学習等） 

   

 1日目 調査体験学習：大桑城跡、城下町史跡 

     ・Missionの理解と作戦会議 

・大桑城址にかかわる調査活動 等 

・城下町跡の調査活動（MyThemeの施行、実践） 

       

      ２日目 学びのまとめと Out put 

              ・調査体験をまとめるグループワーク 

       ・Mission に対する追求結果を発表するグループディスカッション、

ディベート 

       ・各校独自の計画 

My Opinion 形成 

          自分から課題をもって見聞きする調査活動のよさを体験し、 

郷土とのかかわりから史跡を見直すことができる。 

 

 

 

 

なぜ土岐氏は「四国ぼり」をこんな高さにしたのだろう。 

なぜ土岐氏は大桑に城を建てたのだろうか。 

とても激しい戦いだったんだ。 

斎藤道三はどのようにして大桑城を落城させたのだろう｡ 

問 1 あの四国掘りをどのように突破したのか。 

  問２ どのように大桑城の山を攻めたのだろうか。 

  問３ 道三にはどん作戦があったのだろうか。 

六万墓・・・ 
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＜防災と科学の学校＞ 

対象：市内中学１年生 ０泊２日活動 

      

1日目 調査体験学習 

・根尾谷断層の状況を見学体験 

・山県市内各地の震災痕跡調査 

・活動のまとめと明日の計画 

       

 ２日目 学びのまとめと Out put 

    ・個の探求テーマに沿って探求 

  ・同一テーマグループの交流 

  ・各テーマグループからの発表、発信   ・相互評価、理科教師による評価 

 

 

 

 

Our Mission 

災害のメカニズムや被災者の記憶を学び、みんなで防災対策について 

知見を深めよう   （関連：理科学習等） 

 

My Opinion 形成 

自分たちで探求した防災に対する知見と考えを発信できる。 
 

濃尾地震後（1891 年）の山県市（旧高富町） 

１７ 



 

 

動植物の中には雷、電気、電磁波、

匂いなどに対する感知力が人間に比

べて格段に優れているものがある。 

だとすると、動物や植物のなかには

地震を予知できるものがあるのかも

知れない。 

【予想】そんな動植物でも地震を正確に予知することなんてできないのではないか。 

    正確には予知できなくても、それに似た行為はあるのではないか。 

 

（生徒による説明）地震は地下の断層運動によ

って発生します。その地震の規模が大きく、震

源が浅い場合には、地表に断層が現れます。 

根尾谷地震断層観察館 

（生徒による説明）ハザードマップとは、

自然災害による被害を軽減するために、被

災想定区域や避難場所、避難経路などの防

災関連施設の位置を示した地図です。 

これは、私たちの町の洪水ハザードマッ

プです。ピンク色で示された地域が・・・ 

 

た
し
か･

･
･

小
学
校
４
年
生
で 

勉
強
し
た
よ
ね
。 
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１ 研修の方法 

Ａ：他校の校内研修に参加して学ぶ  

①授業研究会 

②実践研究会 

③「○○教育」等で秀でた教職員の授業や校内研修 

④「現職研修」 

⑤特色ある教育活動（〇〇講演会、〇〇教室、〇〇実践、〇〇教育） 

 

Ｂ：市内の関係機関の実施する研修に参加して学ぶ  

①市役所内の各課が実施する講演・研修 

②山県市こどもサポート・教育センターが実施する研修 

 

Ｃ：文部科学省等のデジタルアーカイブズで学ぶ   (Ｒ４より) 

①デジタルアーカイブ等、国や県作成の研修 

 

２ 選択のための環境整備 

 ・教育センターがＡやＢの研修について「実施予定一覧表」を作成し、テラステーシ  

ョンにアップする。 

 ・学校は、「タカラヤマ 研修カード」（こどもサポート・教育センターで作成）を活

用し、職員のキャリアアップや人事面談に生かす。 

 

３ 選択の仕方 

 ・ＡやＢの「一覧表」から選んで研修カードに記載し、管理職に申し出て許可を得る。 

 

 

 

山 県 市 立 学 校 共 同 研 修 会 

 

教職員のエネルギーとスキルを育むための

個別最適な学びをサポートします。 

自主参加型の研修 

コンセプトは 

「学びたいことを 

       選択 して学 ぶ」 

です。 

 

教職員 

サポート 

 

 
５ 
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４ 申し込み・復命 

 ・参加の「申し込み」や「受け入れ」の手続事務は教頭が行う。 

 ・研修カードにて受講記録を残す。 

 ・受講後に校長に復命する。 

 

５ キャリア形成に生かす 

 ・受講履歴を研修カードに記録し、人事評価（キャリア形成）に生かす。 

 ・期首面談などとの関係性を明確にした研修とする。 

 ・「タカラヤマ 研修カード」は人事評価票とともに保管し、面談時に活用する。 

 

６ 対象 

 ・山県市の教職員（常勤、非常勤）とする。 

 ・一人、年間１回以上、選択研修（「山県市立学校共同研修会」）を受講する。 

  （自校で実施する「現職研修」等への参加は、回数に含めない。） 

 

７ その他 

・分掌等に応じた研修（基本研修～市費職員等の研修を含む～）は、見直しも進めなが 

ら実施する。（なお市費職員等も「山県市立学校共同研修会」を選択・受講が可能だ

が、自主研修の扱いとする。） 

・こどもサポート・教育センター作成の「実施予定一覧表」は月毎に追加・修正して提

示する。年度初めに受講講座を決定する必要はない。（改定版を見ながらでＯＫ） 

 ・研修等開催校は、他校からの参加者があることへの配慮に努める。 

  （会場、開始時刻、持ち物、当日の資料など） 

 ・参加する側は、申し込みを早めに伝えるなど、開催側の準備に協力する。また参加

者が担任する学級の補充（帰りの会や下校指導など）に配慮する。 

 ・自校の研修の内容や受講を勧める対象者等についてＰＲに努める。 

・関係機関の研修は、「山県市内」・「参加無料」のものとする。 

 ・こどもサポート・教育センター職員は出前講座に対応する。校内の「現職研修」な

どの講師に活用も可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

▼「20250516山県市立学校共同研修会（各校研修一覧）」の格納場所 

○「テラ・ステーション」→「000教職員共有」 

            →「50教育センター（共同研修･図書･備品･コスモス関係）」 

            →「⑨山県市立学校共同研修会関係」 

            →「R7年度」 

            →「学校共同研修会一覧」 

            →「20250516山県市立学校共同研修会（各校研修一覧）」 

▼一覧表に訂正や追加があれば、一覧表に赤字で入力 
２０ 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たち教師が自らの実践を振り返り、改善点を見出し、効果的な指導法を探ることで、

児童・生徒の学びを深めることができます。また、現場に根ざした知見を蓄積・共有す

ることで、教育全体の発展にも寄与します。 

 

１ 研究内容 

（１）教育実践論文 

   ①今年度の教育実践で、児童･生徒の具体的な姿をまとめたもの 

②活用した指導資料、授業プリント、通信、調査データ等を基にして教育実践の展 

 開をまとめ、教育効果について考察したもの 

   ③原則として累積的な個人研究とする（共同研究は、２～３人までとする。） 

 

（２）教育実践記録 

①今年度の教育実践等の内容を、記録として端的にまとめたもの 

②個々の実践記録を、グループ・学校単位等で記録集にしたものも可とする 

 

（３）自作教具 

   ①今年度の教育実践で活用し、教育効果を挙げた自作教具とする 

   ②ICT を活用した自作のデジタルコンテンツも可とする 

 

（４）教育エッセイ 

   ①これまでの教育実践や教育観等をまとめたもの 

   ②今年度に限らず、これまでの実践等を題材としてよい 

 

２ 応募資格  

 ・市内の小中学校に勤務する校長、教頭、主幹教諭、指導教諭、教員（含、常勤講

師）、事務職員 

   ・新人賞は、新規採用後、６年以内の教職員を対象とする。 

 

 

教育実践論文・実践記録・自作教具・教育エッセイ 

教職員の自主的な研究実践を奨励し、 

山県市の教育の振興を図ります。 教職員 

サポート 

 

 
５ 

◇ 今日的な教育課題を踏まえているか 

◇ 創造性かつ妥当性があるか 

◇ 継続的かつ累積的な実践であるか 

◇ 児童・生徒の成長や変容の姿に裏付けさ

れた実践であるか 

◇ 研究論文として明確な論理と表記がな 

されているか  

２１ 



３ 教育実践論文の応募について 

① 初任者は、初任校３年間のうち、１回は応募する。 

② １校完の職員は、２校目３年間のうち、１回は応募する。 

③ 上記①②以 外に、学校の応募方針を決める。 

 

４ 応募にかかわっての取組  

（１）市教委として 

   ・過去論文をテラステーションで閲覧できるシステムを構築していく。 

（２）学校として 

・校内相談体制を確立し、１年間の論文作成のスケジュールを計画する。 

・７月末までに、各学校で、「実践論文執筆者」を決定する。その進捗状況に合わ

せ、その都度気軽に相談できる体制を確立する。 

 

５ 審査・表彰等 

    ・最優秀賞・・・・・・・・・・・・１点（教育実践論文を対象とする） 

※ 岐阜大学論文募集応募作品とする。 

・新人賞（採用後６年以内） ・・・１点 

※ 岐阜大学論文募集応募作品とする。 

   ・優秀賞・・・・・・・・・・・・・ 数点程度 

      ・特別賞・・・・・・・・・・・・・ 校長、教頭の論文  

そのうち学校改善、組織改善等に取り組んだ論文は、 

岐阜大学論文募集応募作品候補とする。 

 

 令和６年度 実践論文テーマ ＜受賞＞   

1 最優秀賞 社 会 
「学習の主体者」を育成する社会科指導 ～「学びの質」を保証する指導の

在り方～ 

2 新人賞 美 術 地域社会との連携を活かした美術教育の実践とその効果 

3 優秀賞 音 楽 
音楽のよさや美しさを求め、「楽しい」を実感できる子供とともにつくる授業～

小集団の中での実践～ 

4 優秀賞 理 科 児童が自ら問題を見いだし、追究することができる学習活動の工夫 

5 優秀賞 健康安全 
健康な生活を送ろうとする意識の向上と行動改善に向けた保健教育の在り

方 

6 特別賞 学校経営 力いっぱいやりぬく 大桑の子の育成 ～自己効力感を高める学校経営～ 
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＜電話相談の場合＞ 

・０５８１－３２－９３１１ （ 匿名でも構いません） 

＜来室相談の場合＞ 

・直接、山県市保健福祉ふれあいセンター２階、こどもサポートセンター・教育セ

ンター事務所へお越しください。（ご希望の方は、事前にお電話ください） 

＜ 相 談 時 間 ＞ 

･月曜日から金曜日 ９：００～１６：００（祝日、年末年始を除きます） 

＜ 相 談 内 容 ＞ 

◇自分自身に関する悩み・不安について 

・仕事への意識や意欲、精神面、健康面、今後の進退 等 

 ◇職場の人間関係に関する悩みについて 

  ・同僚との人間関係、上司や指導者との関係、保護者や地域の方との関係等 

◇指導上の悩み・不安について 

  ・児童生徒理解、学習指導、生徒指導、学級経営、進路指導、部活動指導等 

 ◇家庭の悩み・不安について 

  ・家族、子育て、介護 その他 困りごと 等 

「貸し出しをしています。センター事務所にお立ち寄りください」 

 

蔵書は決して多くはありませんが、子ども

の育ちに関する本を中心に所有していま

す。書籍のタイトルの一部をキーワードに

すると以下のとおりです。 

普段、職場で困っていることや悩んでいること、育休や病休からの復帰にあたって

心配なことなどについて、お気軽にご相談ください。 

 

 

教職員 

サポート 

 

先 生 方 ご 自 身 の お 悩 み 相 談 
 

教 育 セ ン タ ー 図 書 

こどものこころ、９歳の壁、愛着障害、 

特別支援、自律神経、子育て､不登校、 

発達（障害）、自尊感情、生徒指導、 

ペアレントトレーニング  

学校防災、防災教育マニュアル  など 

 

 

 ５ 

２３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ連携実証事業にかかわって 学期１度の訪問を計画しています。 

◆教育現場（学校）に近い位置で「困り感」

「困りごと」を一緒に抱え、一緒に困る。

それが私たちの「サポート」です。 

 

◆先生方の肩の荷が少しでも軽くなるこ

とを願って訪問します。 

こサポ（こどもサポートセンター）訪問 

 

学校 

サポート 
 

一緒に困り、考えます。よりｂｅｔｔｅｒなサポートを ともに探ります。 

必要と思われる機関や人とつないでいきます。 

◇「心配だな」「相談したいな」「今後、相談するかも」というお子さんの情報を 

いただいておくと 

・現時点で行える支援やサポートを検討することができます。 

・今後、支援につながることを想定することができます。 

・保護者から相談があったとき、素早く対応することができます。 

・関係機関から問い合わせがあったとき、初動が早くなります。 

 

 ５ 
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「人と違った意見が認められる空間」 

（異見交流の場）

「人の正解に自分を寄せることなく、 

自分の正解をもつ場」 

 

山県市の小中学校は 

「自分の正解」をねばり強く追求し、表現できる子どもを育てています。 

 

 

 

グループ学習での期待できる効果 正解のない問題 

① 自分で調べなか

ったこと、思い

つかなかったこ

とを仲間から学

ぶ。 

②仲間と自分の考え

を比較して新たな知

識を得たり、自分の

考えを深めたりす

る。 

③仲間と互いの考え

を交流したり、教え

合ったりすることで

学びをより深める。 

④コミュニケーショ

ン等、人間関係を構

築したり、社会的ス

キルを獲得したりす

る。 

⑤正解のない問題に

ついて考え、お互い

の考えを聞き合い、

違いを認め合う。 

令和６年度 ダビンチルーム活用事例 ＜中学校＞ 

「ダビンチに行こうか」 

学校 

サポート 
 

児童生徒が対等な関係性の中で、多種多様

な考えを出し合い、新たな価値をデザインす  

る学習環境として整備したのが 

「ダビンチルーム」、ラウンドテーブルです。 

 
 ５ 

学校 

サポート 
 

２５ 

学年 教科領域 単元名・場面　など　 　内　容 ① ② ③ ④ ⑤

１～3年 総合 総合的な学習の時間の発表
テーマ学習で学んだことを発表し、仲間から質問や
意見を受けて考えを深める

○ ○ ○

２年 国語 いにしえの心を訪ねる
自分流令和の徒然草を書き、学級の作品集の最初に
掲載する推しの作品を、根拠をもとに決める。

○ ○ ○ ○ ○

３年 社会 人権と日本国憲法
平和主義を掲げる中、自衛隊は武器を持っていてよ
いのかについて意見を交流する。

○ ○ ○ ○

３年 社会 現代の民主政治
架空の市長選挙において、誰を市長に選ぶのかを考
え、意見交流する。

○ ○ ○ ○

３年 理科 地球と宇宙
太陽系内の他の惑星に移住するとしたらどのような
ものが必要になるかを自由に考え交流する。

○ ○ ○ ○

３年 社会 国の政治の仕組み
刑罰の中に本当に死刑はあってよいかについて意見
を交流する。

○ ○ ○ ○

３年 社会 第二次世界大戦と日本（単元末）
どこで止めていれば、日本は太平洋戦争をせずに済
んだか話し合う。

○ ○ ○

３年 社会 現代の民主政治（単元末）
よりよい民主政治を実現するために、投票に行かな
い人に対して罰則を設けるべきか話し合う。

○ ○ ○



 令和６年度 ダビンチルーム活用事例 ＜小学校＞ 

すべての子どもが 

「成長」を実感する教育 

「チャンスのある学校」 

への改革 

学校の特色が際立つ 

「ミケランジェロルーム」 

に進化 

２６ 

学年 教科領域 単元名・場面　など　 　内　容 ① ② ③ ④ ⑤

１年 図画工作カラフルいろみず
仲間と一緒に，いろいろな色水を作って楽しむ。
作った色水でできることを仲間と交流して、考えを
認め合う。

○ ○ ○ ○

２年 国語 あったらいいなこんなもの
「あったらいいな」と考えたものについて、質問し
たり答えたりするグループ活動を行い、互いの考え
を認め合った。

○ ○

３年 国語 お気に入りの場所、教えます
自分のお気に入りだと思う場所を交流し、互いの考
えを聞き合い、認め合う。

○ ○ ○

４年 国語 もしものときにそなえよう

グループで別れて自然災害を調べる際、分からない
ことを教えてもらったり、良い情報を共有したりし
て、万が一の備えについてお互いの考えを交流し、
認め合う。

○ ○ ○

５年 保健 けがの防止
美山小で起きる事故やけがは、どのようにすれば防
止できるのかをグループで考える

○ ○ ○

５年 音楽 打楽器でリズムアンサンブル
自分たちのつくったリズムアンサンブルを聴き、思
いや意図に合っているか意見やアイデアを出し合い
再編成する。

○ ○ ○

５･６年 委員会 執行委員会 全校よさみつけの広報活動 ○ ○ ○

６年 社会 国の政治
東海財務局の方とともに、税のあり方について対話
し考えた。

○ ○ ○ ○ ○

６年 総合 山と歴史の学校 見学・体験で生まれた問いについて対話し考えた。 ○ ○ ○ ○ ○

６年 総合 起業家学習（銀杏販売）
部門別会議を行い、よりよい銀杏を売るためにどう
すればよいかを話し合う

○ ○ ○ ○

６年 総合 キャリア教育　ふるさと美山
山県市や美山地区の発展に向け、山県ツアーを作成
する

○ ○ ○

６年 道徳 各教材
終末場面において、多様な価値観と向かい合い、道
徳的価値を追求する

○ ○

５･６年 総合 ふるさと美山
「美山地域を活性化させるためにはどうしたらよい
か」というテーマで、グループに別れて案を出し合
う。

○



 

 

 

２７ 

 

 

 

 健康介護課 

子育て支援課 

相談室 

正面玄関 

集団検診室 

１ ２ 

準備室 

歯科 

こども 

サポート 

教育センター 

事務所 

吹抜 

吹抜 

吹抜 

吹抜 

１ F 

２ F 

3 F 

ボランティア室 

庭  園 

内科 

山県市保健福祉ふれあいセンター 

栄養指導室 

会議室 会議室 

相談室 

２―３ ２―２ ２―１ 

会議室 

 
みなさんのセンターです。いつでもお待ちしています。 

 

 

 

 

相談室 事務室 

相談室 

会議室 

こども図書室 

会議室 

洗濯室 

倉 庫 

相談室 授乳室 

こども げんきはうす 

乳幼児スペース  
 学童スペース 

こども げんきはうす 

自販機 


